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実行委員長　圷　　重人さん

　１月１１日（日）、常陸大宮市
成人式が市文化センターで行
われ、スーツ、晴れ着に身を
つつんだ新成人４７７人が出席
しました。
　司会進行は成人式実行委員
の上久保成人さんと宇留野郁
美さんが務めました。今年の
成人式の対象者は、昭和６３年
４月２日から平成元年４月１
日に生まれた方で５８５人です。

開会のことば　小野　　 穣 さん
ゆたか

記念品授与　小林　千秋さん

アトラクションとして行われた抽選会

閉会のことば　栗田　　 希 さん
のぞみ

司会進行
上久保成人さん　宇留野郁美さん
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　私の小さい頃からの夢は、幼稚園の先生になるこ
とです。その夢に近づけるよう進学させてくれた両
親、そして、同じ夢に向かい共に歩んできた友達、
沢山の人に支えられ、無事に保育士・幼稚園教諭の
免許を取得することができました。
　二年間の短大生活ではいろいろな経験をしまし
た。苦しいこと、辛いこと、沢山の悔し涙を流した
ことは今でも忘れません。
でも大切な仲間のおかげで、楽しく嬉しい思い出も
でき、悔し涙の何倍も笑ったことはもっと忘れませ
ん。
　そしてそんな二年間、私を信じ、ずっと見守り続
けてくれた両親をはじめとした家族のみんな。いつ
も、どんな時も私の傍には、大切な人の存在があり
ました。沢山の人の後押しもあり、来春から介護福
祉の勉強をすべく編入することにしました。今日ま
で二十年間多くの人に迷惑をかけ、心配させてきま
した。大袈裟かもしれないですが、二十年間生きて
きた中で、今が一番みんなに感謝の気持ちを伝えた
いです。「ありがとう」だけでは伝えきれないくらい
感謝の気持ちでいっぱいです。
　みんなは、二十歳をどのように考えていますか？
　やっと二十歳でしょうか？私は、もう二十歳と感
じています。二十歳と聞くと「大人だなぁ」と思っ
ていましたが、実際にこの歳を迎えた今、不安や戸
惑いを多く抱えています。一人だと不安に押しつぶ
されそうになります。まだまだ、一人ではできない
事ばかりです。家族や友達に支えられながらでない
と簡単に崩れてしまうもろい人間ですが、いつか一
人でも多くの人の力や支えになれるよう、ここから
また新たな一歩を踏み出そうと思います。
　今日までありがとうございました。
　そして、今日からまたよろしくお願いします。

　最近、私は感謝を覚えました。私は大学受験に失
敗し、一年間の浪人生活を経験しました。辛く苦し
いばかりの一年だと思っていましたが、今までとは
違う視点から物事を考えることができ、実り多き一
年でした。特に、周りのみんなの存在の大きさとあ
りがたさに気づけたことが一番でした。
　いつも試合に足を運んでくれた父、毎日早起きし
てお弁当を作ってくれた母、厳しく指導してくれた
恩師、常に行動を共にしてくれた友達。高校卒業ま
では当たり前だと思い、ろくに感謝もせず、恩師の
「周りの人々に感謝しなくてはいけない」という言
葉にも、空返事を繰り返すだけでした。そんな私で
も、辛い一年間を過ごし、たくさんの人々とその優
しさに触れ、“今の私があるのはみんなの助けと支
えのおかげ”と感じました。
　私たちは二十歳となり、それぞれの夢に向かって
本格的に歩み始めています。私も、英語教師という
夢に向かって大学で勉強に励んでいます。ですが、
一歩夢に近づくごとに、教師の努力、苦労を知りま
す。また、体罰問題、英語の授業のオールイング
リッシュ化など課題も多く、将来に不安を感じるこ
とがあります。それでも、地元のスポーツ少年団の
指導や、授業での学校訪問をとおして、子ども達の
無垢な笑顔に触れたり、成長を感じたりするたびに
自分の夢を再確認することができます。それと同時
に、教師は子どもの人生に大きな影響を与えるだけ
に、自分の夢に誇りと責任を感じています。
　私は憎まれ役でもいいので、生徒の人生を変えら
れる教師になりたいです。私は高校生のときに、松
谷先生に出会って人生が変わったと思っています。
先生の行為と言葉には愛情があふれていました。先
生に感謝するとともに、教師を目指す私にとっては
尊敬すべき存在であり目標でもあります。この目標
を達成し、大きな人間になりたいと思います。
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